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	キアシナガバチ
Polistes rothneyi
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	分類
	昆虫綱ハチ目 スズメバチ科

	俗称
	

	形態的な

特徴
	体長20～26mm。体は黒色で胸部には点刻がある。前伸腹節にはしわが多く、2個の縦状の斑紋がある。

	分布
	本州、四国、九州、奄美大島

	繁殖行動
	女王は働きバチ（娘バチ）が羽化するまでは巣作りと産卵、獲物刈りをする。働きバチが羽化すると産卵のみになる。

	生息場所
	

	食性
	

	生息環境への配慮事項
	

	引用文献：改訂新版　世界文化生物大図鑑　昆虫Ⅰ チョウ・バッタ・トンボなどを改変
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